
飛騨高山の芸能文化拠点となる多目的ミニ劇場
飛騨高山、観光区域の背骨となる安川・国分寺通り沿いに位置する大門町の家。
東西南北の各方位に観光スポットや交通拠点が位置し多くの観光客が行き交うスポットに
地元伝統、芸能文化、エンターテイメントを発信するミニ劇場が出現！

過去・現在・未来のエンタメ発信基地として

安川通り高山駅・バスターミナル
飛騨国分寺

古いまちなみ
陣屋・中橋

大門町の家宮川朝市
下町エリア
村半

別院駐車場

煥章館

東山遊歩道

伝統として受け継がれている高山祭や荘川地歌舞伎などの紹介から、
スポーツなどのパブリックビューイング、未来を担う若者のエンタメ活動まで、
地元文化の発信を中心に地元の方も観光客も集まる新たな賑わい拠点を担います

過去 現在 未来

・高山祭、荘川地歌舞伎などの紹介（映像）
・地元に関する昔ばなしの読み聞かせ

・落語、演芸などの寄席の実施
・映画上映会
・地元高校の甲子園予選や
オリンピックなどのパブリックビューイング

・学生バンドの披露の場
・地元アイドルの活動拠点
・その他若者の発表の場に

めざせ！
市民文化会館大ホール
そして全国へ

大門町の家
活用提案書

近隣の下二之町では村半が昨春オープンし、煥章
館にも多くの学生が勉強のためなどに集まっている。

バンド活動などの発表の場として若者が安価で使え
る施設として、高山から全国を目指すエンタメ発信者
を応援する施設として活躍が期待できる。

煥章館 村半

遠方からのライブ中継地として
通信衛星、ネット回線などにより、
遠方の寄席、劇場などとリアルタイムで中継
高山でも遠方のエンタメが楽しめる

大門町の家 都心の寄席・劇場
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改装イメージ
・ステージ上より客席

・客席よりステージ

・スクリーンより客席、外
（映像放映、パブリックビューイング時）

・外からスクリーン
（映像放映、パブリックビューイング時）

観覧エリア

スクリーン

映像等放映時

大門町の家
活用提案書

二階部分については
控室、衣裳部屋、
倉庫等にて使用
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